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１．はじめに１．はじめに１．はじめに１．はじめに     

河川の上流域では川幅が狭いため，河畔林の樹冠が河床に到達する日射を遮り，河川内

での一次生産が著しく制限される．そのため，河川の上流域に生息する水生生物群集は，

そのエネルギーを外来性有機物に依存している（Cummins 1974）．その有機物の供給量は

開葉や落葉といった季節変動に大きく依存する．また，その利用可能な量は有機物の供給

量のみならず，河川内における滞留に大きく左右される．外来性有機物の滞留に関する研

究は，海外では debris dam などの滞留構造に関する研究が多くみられる． 

2222．既往の研究．既往の研究．既往の研究．既往の研究     

 既往の研究によって、森林から供給される落葉や倒流木が，河川生態系において重要な

役割を果たしていることが明らかにされてきた．既往の研究では，主に１次から 4 次河川

を対象に行われている．勾配や流量はそれぞれ 1/1250-1/3，0.0001-3.1ｍ3
/s となっている．

調査区間は 8m から長いところでは 2900m にもなるが，多くは 50m で行われている．     

落葉の滞留の研究は流下試験によって研究されているのも多い．流下試験に用いられる

材料は現地にある葉(Smock et al.1989; Chergui et al.1993)，または現地にはなく流したもの

を区別できるものが使用されている(Speaker et al.1984;Webstar et al.1994)．これらの研究に
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年 著者 調査地域 調査方法 材料 河川次数(川幅) 勾配 流量(㎥/s) 調査区間(m)

1980 Bilby　et al. アメリカ 同じポイントで採取，流下試験 枯れた葉 2次(2.8) 12° ＜0.3 175

1981 Bilby アメリカ 同じポイントで採取 流下有機物 2次(2.8) 12° ＜0.3 175

1984 Speaker  et al. アメリカ 流下試験 イチョウ 2-4次 1/17 -1/8 ― 50

1984 Conners et al. アメリカ 流下有機物を採取 流下有機物 1-5次 ― ―

1989 O’Conners et al. アメリカ woody debrisの体積を計測 直径0.1m以上の woody debris (15―25) 1/50 3.1 1850

1989 Smock et al. アメリカ 流下試験 アメリカハナノキ・トネリコ・ヌマミズキ 1次（2.5） 1/1250 0.08 25

1次(1.8) ― 0.05

2次(3.6) ― 0.49

1992 Bilby　et al. アメリカ trapによる採取 外来性有機物と自生有機物 4次 ― 1.12 451

(2.0) ― 0.056

(4.2) ― 0.28

2次 1/6 0.026 ―

2次 1/5 0.026 ―

4次 1/4 0.024 ―

1998 Berg et al. アメリカ woody debrisの体積を計測 0.08×1m以上の woody debris 2-4次 1/48-1/13 ― 100

1999 岸　千春ら 日本 収支 ― (3.3) 1/100 0.30 2900

2000 Lemly et al. アメリカ 丸太の投入の前後で採取 水生昆虫 3次 ＜1/20 ― 50

2001 Oelbermann et al. カナダ 流下試験 カエデ・ポプラ・ハンノキ 1次(4.67)(4.04)(4.74) ― 0.295 50

2002 Muotka et al. フィンランド 流下試験 プラスチィック (5.5-7.0) 1/135 0.63-0.93 50

1次 1/36-1/3 0.0001-0.034 50

2次 1/59-1/11 0.0028-0.048 150

3次 1/250-1/100 0.0052-0.137 150

2004 Dahlstrom et al. スウェーデン woody debrisの体積を計測 直径0.05mの woody debris？ (2.0) 1/19 ― 250‐510

2004 Pretty et al. イギリス 流下試験（丸太を投入） ナラ・マツ 2次(1.8) 1/23 0.0035-0.0447 8

2005 Cassandra  アメリカ 流下試験 イチョウ ― ― 0.05 300

(2.4) 1/37 ―

(2.0) 1/29 ―

2007 Andreoli et al. チリ woody debrisの体積を計測 0.1×1m以上の woody debris 3次（7.8） 1/14 14 1500

1992 Snaddon　et al. 南アフリカ 流下試験 ヤマモガシ 50

1993 Chergui et al. モロッコ 流下試験 シダレヤナギ・オレアンダー 50

2003 Larranaga et al. スペイン 流下試験 プラスチィック(10×3cm)

1994  Webstar et al. アメリカ 流下試験 防水性の紙(4.4×4.4×4.4cm）

260‐5102006 Dahlstrom et al. スウェーデン woody debrisの体積を計測 0.05×0.5m以上の woody debris

Table1 既往の研究の抜粋 

Excerpt of part studies 



より，滞留させる要素として瀬，淵などの河川形態による緩流域の存在と落葉を直接補足

する河床材料や森林から供給される倒流木等が要因であると明らかにされてきた．また流

量や葉の種による違いも明らかにされている(Snaddon et al.1992; Pretty et al.2004)．また

woody debris による滞留が特に大きいという報告もされている(Speaker et al.1984;Smock et 

al.1989)．そこで，woody debris dam の地点とその他

の地点では水生昆虫に差がみられるのではないか

と考え下記の調査を行った． 

3333．調査概要．調査概要．調査概要．調査概要  

3-1.調査地概要 調査地は赤川水系の早田川支流の

芦沢とした．そのうち本流との合流部から 1,882m

までを調査区間とした．また調査区間の平均河床勾

配は約 1/10 であった． 

3-2.調査方法 woody debris dam 16地点を含む 27地

点で水生昆虫を採取した．採取には 25×25cm のコ

ドラート付きサーバーネットを用いて，1 地点につ

き左岸・中央・右岸の三ヶ所で採取した．2006 年の

10 月 5 日，10 月 12 日，10 月 19 日の 3 回，一週間

おきに行った．また水生昆虫の採取地点の有機物量

を目視で判断し，3 段階で評価した(Fig.3) 

4444．結果．結果．結果．結果     

どの地点もコカゲロウ，ヨコエビが優占しており，

最も個体数が多かったのはコカゲロウであった．ま

た食性で分類すると，コレクターとシュレッダーが

多く見られ，スクレイパー，プレデターは少なかっ

た．全体の平均で見れば，woody debris dam の地点

のほうが個体数は多かった.シュレッダーに関して

は woody debris dam の地点のほうが有意に多かった

(一元配置分散分析，P＜0.05)．その他の食性群では

有意な差はなかった． 

5555．考察．考察．考察．考察及び今後の課題及び今後の課題及び今後の課題及び今後の課題    

    woody debris dam の地点のほうがシュレッダーが多か

ったのは，見た目でわかるような大きな有機物が多かっ

たためではないかと考えられる(写真 1)．しかし，コレ

クターに有意な差が認められなかったことから，woody 

debris dam は，大きな有機物を滞留させるが，小さな有

機物には有効的ではないのではないかと思われる．    

 既往の研究の流下試験ではいずれも LPOMと呼ばれる 

葉のサイズで，サイズの違いを検討しているものは少な

い．今後サイズを変えた流下試験もする必要がある．  

 

Fig. 1 有機物量 
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Fig. 2 個体数 

Number of aquatic insects 

 

0

2

4

6

8

10

12

14

Ｗ
Ｄ

Ｄ
Ｗ

Ｄ
Ｄ

Ｗ
Ｄ

Ｄ
Ｗ

Ｄ
Ｄ

Ｗ
Ｄ

Ｄ
Ｗ

Ｄ
Ｄ

Ｗ
Ｄ

Ｄ
Ｗ

Ｄ
Ｄ

Ｗ
Ｄ

Ｄ
Ｗ

Ｄ
Ｄ

Ｗ
Ｄ

Ｄ
Ｗ

Ｄ
Ｄ

Ｗ
Ｄ

Ｄ
Ｗ

Ｄ
Ｄ

Ｗ
Ｄ

Ｄ
Ｗ

Ｄ
Ｄ

石
の

ダ
ム

石
の

ダ
ム 瀬 瀬 瀬 瀬 瀬 瀬 瀬 瀬 淵

種
数

地点

Fig. 3 種数 
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写真 1 LPOM の滞留 

Retention of LPOM 


